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「
志
木
第
九
の
会
」
は
、 

創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、

き
た
る
六
月
三
日
（
日
）、
和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー 
『
サ
ン

ア
ゼ
リ
ア
』
大
ホ
ー
ル
で
、
大
曲 

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
レ
ク

イ
エ
ム
」、
歌
劇
「
ナ
ブ
ッ
コ
」
序
曲
な
ど
の
演
奏
に
挑
む
。

　
「
志
木
第
九
の
会
」
の
発
足
は
、
平
成
三
年
（
１
９
９
１
）

に
遡
る
。
こ
の
年
市
制
施
行
二
十
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
交
響
曲
」
の
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、

こ
の
と
き
参
加
し
た
市
民
合
唱
団
の
有
志
が
母
体
と
な
っ
て

結
成
さ
れ
た
。

　

創
立
二
十
周
年
記
念
演
奏
会
の
練
習
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、
一
昨
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
予
定
し
て
い
た
会
場

の
『
サ
ン
ア
ゼ
リ
ア
』
が
昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
、
公
演
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
56
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
56
号
（2012/4/5

発
行
）
の
電
子
版
と
し

て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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澤
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て
い
た
。
よ
う
や
く
施
設
の
修
繕
が
完
了
し
た
の
で
、「
記
念
演
奏
会
」は
、

地
域
最
大
の
ホ
ー
ル
で
、
華
々
し
く
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。
関
係
者

を
は
じ
め
、
地
域
の
音
楽
フ
ァ
ン
の
期
待
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
回
の
演
奏
会
は
、
第
十
五
回
定
期
演
奏
会
を
兼
ね
、
こ
れ
ま
で
一

貫
し
て
「
志
木
第
九
の
会
」
を
指
導
し
、
育
て
て
こ
ら
れ
た
三
澤
洋
史

さ
ん
が
音
楽
監
督
・
指
揮
を
つ
と
め
る
。
曲
目
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
の
演

奏
に
は
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
敬
虔
な
鎮
魂
の
祈
り
が
、

ま
た
「
ナ
ブ
ッ
コ
」
序
曲
と
合
唱
の
演
奏
に
は
、
災
害
で
故
郷
を
失
っ

た
方
々
が
再
び
希
望
を
取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
、
心
情
を
込
め
た
演
奏
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　

曲　

目

■
歌
劇
《
ナ
ブ
ッ
コ
》
か
ら
序
曲
と
合
唱
名
場
面
集

　

こ
の
歌
劇
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
ナ
ブ
ッ
コ
の
エ
ル
サ
レ
ム
侵
略
（
史
実
・

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
捕
囚
）
を
描
き
、
そ
れ
に
ナ
ブ
ッ
コ
の
二
人
の
娘
の
愛
憎

劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
全
４
幕
の
大
作
。

　

序
曲
演
奏
の
あ
と
、
合
唱
名
場
面
集
：
第
１
幕
か
ら
、
冒
頭
の
合
唱
と
、
司
祭
長
ザ
ッ
カ
リ
ア
と
と
も

に
歌
う
合
唱
。
第
３
幕
か
ら
、
ヘ
ブ
ラ
イ
捕
囚
の
合
唱
「
行
け
、
我
が
思
い
よ
、
黄
金
の
翼
に
乗
っ
て
」

が
つ
づ
く
。

■
レ
ク
イ
エ
ム

　

イ
タ
リ
ア
の
文
豪
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
マ
ン
ゾ
ー
ニ
の
追
悼
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
曲
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
、
フ
ォ
ー
レ
の
作
品
と
と
も
に
「
三
大
レ
ク
イ
エ
ム
」
に
数
え
ら
れ
る
。
余
り
に
も
オ
ペ
ラ
的
な
、
と
批

評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
基
底
を
流
れ
る
の
は
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
素
朴
で
真
摯
な
信
仰
心
で
あ
る
。

　

全
体
の
構
成
、
合
唱
と
管
弦
楽
の
有
機
的
な
結
合
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
名
曲
だ

が
、
一
方
で
は
、
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
を
思
わ
せ
る
、
美
し
く
も
、
ま
た
情
熱
的
な
旋
律
が
あ
ら
わ
れ
、
特

に
合
唱
曲
は
、
心
に
響
く
古
今
の
名
品
と
さ
れ
て
い
る
。

　

作
曲
し
た
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
・
・
・

　

G
iuseppe Fortunino Francesco Verdi  （1813

〜1901

）

　

19
世
紀
を
代
表
す
る
ロ
マ
ン
派
音
楽
の
作
曲
家
で
、
北
イ
タ
リ
ア
の
小

村
プ
ー
セ
ッ
ト（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
県
エ
ミ
リ
ア=

ロ
マ
ー
ニ
ア
州
）で
生
ま
れ
た
。

曲　目： ジュゼッペ・ヴェルディ作曲
■歌劇《ナブッコ》
　序曲　
　合唱名場面集（第１幕・第３幕より）
■レクイエム
　ソプラノ：黒澤 明子
　メゾソプラノ：山下 牧子
　テノール：樋口 達哉
　バス：タン・ジュンボ
音楽監督・指揮：三澤 洋史
管弦楽：東京ニューシティ管弦楽団
合　唱：志木第九の会
　　　　坂戸第九を歌う会（賛助出演）

２０１２年６月３日（日）
開場 14：１５ 開演１５：００
和光市民文化センター
　「サンアゼリア」大ホール
共　催：（財）和光市文化振興公社
入場料：２５００円 （全席自由）

問い合わせ 『 志木第九の会事務局』
〒３５３- ０００１
志木市上宗岡１- １４- １- １０６
岡嶋方
TEL/FAX 048-473-6368
http：//www2u.biglobe.ne.jp/̃freude/撮影したのは

イタリアのカメラマン
Giacomo Brogi
　　　(1822 - 1881)
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こ
こ
は
、
そ
の
当
時
「
パ
ル
マ
公
国
」
を
併
合
し
た
「
フ
ラ
ン

ス
第
一
帝
政
」
の
タ
ロ
地
区
に
在
っ
た
の
で
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス

市
民
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
音
楽
に
対
す
る
才
能
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
顕

著
だ
っ
た
の
で
、
知
人
の
援
助
に
よ
っ
て
、
音
楽
の
基
礎
を
学

ん
で
い
た
が
、
音
楽
学
校
に
進
学
す
る
た
め
、
１
８
３
２
年
ミ

ラ
ノ
に
移
り
住
ん
だ
。
し
か
し
入
学
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
個

人
指
導
で
作
曲
を
学
び
、
幸
い
音
楽
監
督
試
験
に
合
格
し
た
の

で
、
１
８
３
７
年
に
は
故
郷
に
戻
り
、
彼
の
才
能
を
認
め
て
い

た
後
援
者
の
娘
さ
ん
と
結
婚
し
た
。
再
び
ミ
ラ
ノ
に
帰
っ
た
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
は
、
処
女
作
の
オ
ペ
ラ
を
書
き
、「
ス
カ
ラ
座
」
で
上

演
さ
れ
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
息
子
を
失
な
い
、
ま
た
１
８
４
０
年
に
は
奥
さ
ん
が
病

い
に
倒
れ
、
つ
い
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
彼
は
呆
然
と
し
た
。

　

年
も
迫
っ
た
あ
る
日
、
偶
然
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
、
街
中
で
ス
カ

ラ
座
支
配
人
メ
レ
ッ
リ
と
会
っ
た
。
メ
レ
ッ
リ
は
彼
を
強
引
に
事
務
所
に
連
れ
て
ゆ
き
、
旧
約
聖
書
の
ナ

ブ
コ
ド
ノ
ゾ
ー
ル
王
を
題
材
に
し
た
台
本
を
押
し
付
け
た
。
帰
宅
し
て
開
い
た
ペ
ー
ジ
の
台
詞
「
行
け
、

わ
が
思
い
よ
、
黄
金
の
翼
に
乗
っ
て 

（Va, pensiero, sull'ali dorate

）」
が
眼
に
入
り
、
や
る
気
の
無

か
っ
た
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
音
楽
へ
の
意
欲
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。

　

１
８
４
２
年
ス
カ
ラ
座
で
初
演
を
迎
え
た
こ
の
曲
に
、観
客
は
惜
し
み
な
い
賞
賛
を
贈
り
、「
黄
金
の
翼
」

の
合
唱
で
は
、
当
時
禁
止
さ
れ
て
い
た
ア
ン
コ
ー
ル
を
要
求
し
た
。
オ
ペ
ら
「
ナ
ブ
ッ
コ
」
は
大
成
功
を

収
め
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
名
声
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

当
時
イ
タ
リ
ア
の
国
土
は
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
聴
衆
は
国
家
主
義
的
な
激
情
に
か
ら

れ
て
熱
狂
し
た
と
い
わ
れ
、「
行
け
、
我
が
想
い
よ
」
は
第
２
の
イ
タ
リ
ア
国
歌
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
事
実
と
し
て
も
、
こ
れ
は
「
行
け
、
我
が
想
い
よ
」

で
は
な
く
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
奴
隷
が
同
胞
の
救
い
を
神
に
感
謝
し
て
歌
う
「
賛
美
歌
」 

を
求
め
た
も
の
と
解

釈
さ
れ
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
を
イ
タ
リ
ア
統
一
運
動
の
中
で
音
楽
を
通
し
て
先
導
し
た
と
い
う
見
方
は
強
調
さ

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

侵
攻
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
１
８
１
５
年
に
失
脚
し
て
、
イ
タ
リ
ア
は
元
の
分
裂
状
態
に
戻

っ
た
が
、
１
８
６
１
年
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ル
バ
ル
デ
ィ
ら
の
協
力
を
受
け
た
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
王
ヴ
ィ

第 12回（前々回）定期演奏会のステージから　2007 年 2月 4日
音楽監督・指揮・三澤洋史　東京ニューシティ管弦楽団
ベートーヴェン：第九交響曲
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ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ー
レ
２
世
が
統
一
に
成
功
し
て
「
イ
タ
リ
ア
王
国
」
は
樹
立
さ
れ
た
。

　

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
作
品
は
数
多
い
が
、
代
表
作
と
し
て
『
リ
ゴ
レ
ッ
ト
』、『
椿
姫
』、『
ア
イ
ー
ダ
』

な
ど
が
あ
り
、
世
界
の
音
楽
フ
ァ
ン
を
湧
か
せ
、
大
き
な
喝
采
を
浴
び
て
い
る
。

　

１
８
９
４
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
『
オ
テ
ロ
』
が
オ
ペ
ラ
座
で
公
演
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
か
ら
二

度
目
の
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
受
け
た
。
八
十
才
を
越
え
て
も
ま
だ
精
力
的
に
見
え
た
が
、
引
退
を

決
意
し
、
音
楽
で
は
な
い
別
の
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。

　

か
ね
て
か
ら
計
画
し
て
い
た
音
楽
家
の
た
め
の
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
で
あ
る
。「
憩
い
の
家
」Casa di 

Riposo per M
usicisti

は
私
財
に
よ
っ
て
ミ
ラ
ノ
に
着
工
さ
れ
、
彼
の
死
後
に
竣
工
し
た
。
１
９
０
２

年
に
は
施
設
の
利
用
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
運
営
は
現
在
に
至

る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

　

引
退
し
た
指
揮
者
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

バ
レ
リ
ー
ナ
な
ど
、
約
五
十
人
も
の
音
楽
家
が
、
い
ま
も
平

穏
に
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
改
め
て
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

の
人
と
な
り
と
偉
大
さ
に
感
銘
す
る
の
で
あ
る
。

引退した音楽家のための「憩いの家」
手前に建つのは「ヴェルディの彫像」

　

八
王
子
か
ら
志
木
に
向
か
っ
て
城
館
群
を
構
築
し
た

�
�

大
石
信
濃
守
の
謎
に
迫
る
！

　

巡
歴
の
高
僧
、
道ど
う
こ
う
じ
ゅ
ご
う

興
准
后
は
・
・
・

　

文
明
十
八
年
（
１
４
８
６
）
六
月
に
京
都
を
発
ち
、
北
陸
道
を
経
て
越
後
か
ら
関
東
に
入
っ
た
。
各
地

を
巡
歴
し
た
の
ち
、
翌
年
二
月
甲
州
に
赴
き
、
ふ
た
た
び
武
蔵
・
下
野
か
ら
奥
州
へ
向
か
い
、
み
ち
の
く

の
旅
は
松
島
・
塩
釜
で
終
わ
っ
た
。

　

道
興
は
修
験
道
の
本
山
派
を
統
括
す
る
地
位
に
あ
っ
て
、
旅
は
公
的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
十
ヶ
月
に
及

ぶ
旅
の
覚
え
を
繊
細
な
詩
文
を
も
っ
て
記
し
、
紀
行
文 「
廻
国
雑
記
」
を
著
わ
し
て
い
る
。

　

本
紙
前
号
で
は
、そ
の
書
に
読
み
込
ま
れ
た
和
歌
や
漢
詩
か
ら
道
興
の
足
跡
を
辿
り
、現
・
志
木
、新
座
、

朝
霞
各
市
域
に
残
さ
れ
た
中
世
の
風
光
を
懐
古
し
つ
つ
、
遥
か
な
と
き
の
流
れ
を
味
わ
っ
て
き
た
。
そ
の

終
章
で
は
、
彼
が
大
石
信
濃
守
の
館
に
招
か
れ
た
と
き
、
繰
り
広
げ
ら
れ
た
華
や
か
な
宴う

た
げの
有
様
を
、
漢

詩
を
通
し
て
、
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
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道
興
を
招
い
た
の
は
大
石
信
濃
守
と
記
さ
れ
て
い
る
が
・
・
・

　

そ
の
人
は
、
当
時
武
蔵
国
の
管
理
を
任
さ
れ
た
守
護
代
（
守
護
の
下
の
役
職
）、
信
濃
大
石
家
十
一
代
、

大
石
顕あ

き
し
げ重

に
違
い
な
い
よ
う
だ
。

　

何
故
な
ら
、
道
興
が
訪
れ
た
と
き
、
顕
重
は
戦
死
し
た
父
の
三
十
三
回
忌
の
供
養
を
依
頼
し
た
と
い
う

が
、
父
は
、
分
倍
河
原
の
戦
い
（
足
利
成し
げ
う
じ氏の

率
い
る
鎌
倉
公く
ぼ
う方

勢
と
上
杉
顕あ
き
ふ
さ房の

率
い
る
関
東
管
領
勢
と
の

間
で
行
わ
れ
た
合
戦
）
で
亡
く
な
っ
た
房ふ

さ
し
げ重

で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
道
興
は
冥
福
を
祈
る
歌
を
添
え
て
花

一
枝
を
贈
っ
た
、
と
「
廻
国
雑
記
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

　

残
さ
れ
た
系
図
に
よ
れ
ば
・
・
・

　

大
石
氏
は
、
信
濃
藤
原
氏
の
後
裔
と
伝
え
ら
れ
る
。
系
図
の
一
部
の
信
憑
性
に
疑
い
が
も
た
れ
て
い
る

が
、
木
曽
義
仲
を
祖
先
と
し
て
信
濃
国
佐
久
郡
大
石
郷
に
住
ん
だ
こ
と
か
ら
、
大
石
氏
を
名
乗
っ
た
よ
う

だ
。
大
石
氏
は
本
拠
の
信
濃
か
ら
次
第
に
武
藏
へ
と
移
っ
て
、
七
代
信
重
は
関
東
管
領
山
内
上
杉
憲の

り
あ
き顕
に

仕
え
た
。
延
文
元
年
（
１
３
５
６
）
戦
功
に
よ
っ
て
入
間
・
多
摩
両
郡
の
柳
瀬
川
流
域
を
含
む
十
三
郷
を

与
え
ら
れ
た
。
武
蔵
国
の
目も

く
だ
い代

（
国
の
行
政
官
の
代
理
国
司
）
に
任
命
さ
れ
、
ま
た
至
徳
元
年
（
１
３
８
４
）

に
は
浄
福
寺
城
（
現
・
八
王
子
市
下
恩
方
町
）
を
築
城
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
系
図
で
は
、
石
見

守
憲の

り
し
げ重
、
憲の

り
よ
し儀
、
十
代
目
の
房ふ

さ
し
げ重
に
つ
づ
く
十
一
代
の
当
主
が
信
濃
守
顕
重
と
な
る
。

　

館
の
所
在
地
を
巡
っ
て
・
・
・

　

本
紙
で
は
、
道
興
を
招
い
た
武
蔵
国
の
守
護
代
大
石
顕
重
の
館
は
、
そ
の
場
所
を
志
木
市
の
柏
ノ
城
と

し
て
こ
れ
ま
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
有
力
な
豪
族
だ
っ
た
信
濃
大
石
家
は
、
山
内
上
杉
氏
の
重
臣
と
し
て
、
東
京
西
部
か
ら
埼
玉

県
の
南
部
に
か
け
て
い
く
つ
も
の
城
館
を
築
い
て
お
り
、
顕
重
の
主
た
る
城
館
は
現
・
八
王
子
市
一
帯
に

所
在
し
、
志
木
市
の
柏
ノ
城
は
彼
の
支
城
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
道
興
を
招
い
た
舞
台
は
当
時
彼
が
居
館
と
し
て
構
え
た
高
月
城
（
高
槻
と
も
書
く
）

に
違
い
な
い
と
す
る
説
が
あ
っ
て
、
城
郭
研
究
の
定
本
と
さ
れ
る
『
日
本
城
郭
大
系
』（
新
人
物
往
来

社
、
１
９
８
０
年
刊
）
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

　

顕
重
の
本
拠
は
高
月
に
あ
っ
た　

　

高
月
城
は
、
標
高
１
５
０
ｍ
余
り
、
比
高
４
０
ｍ
、
秋
川
の
断
崖
に
建
ち
、
東
は
多
摩
川
に
よ
っ
て
守

ら
れ
、
長
禄
年
間
（
１
４
５
７
〜
６
０
）
に
築
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
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ま
た
大
石
氏
の
城
館
と
し
て
、
顕
重
の
嫡
男
、

定さ
だ
し
げ重
に
よ
っ
て
大
永
元
年
（
１
５
２
１
）
に
築
か

れ
た
滝
山
城
が
あ
り
、
大
石
氏
の
主
城
は
、
こ
こ

に
移
転
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
道
興
が
大
石
氏
に

招
か
れ
た
こ
ろ
、
江
戸
城
に
滞
在
し
て
い
た
万
里

集
九
と
い
う
詩
僧
が
、
定
重
の
人
と
な
り
を
記
し

て
い
る
が
、
顕
重
の
嫡
男
は
活
動
的
な
人
物
だ
っ

た
よ
う
だ
（
な
お
万
里
集
九
の
人
物
像
と
定
重
と
の

間
柄
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
詳
し
く
述
べ
る
予
定
）。

　

主
城
は
滝
山
城
に
移
る
・
・
・

　

滝
山
城
は
高
月
城
跡
の
南
東
、多
摩
川
に
沿
い
、

標
高
１
７
０
ｍ
、
比
高
８
０
ｍ
の
要
害
に
所
在
す

る
。
そ
の
南
側
に
は
加
住
丘
陵
が
広
が
り
、
一
帯

は
雑
木
林
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
規
模
が
大
き
い
。

そ
の
た
め
滝
山
城
を
構
え
た
の
ち
、
高
月
城
は
そ
の
支
城
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
の
ち
に
何
れ
も
北
条
氏
に
よ
っ
て
攻
め
落
と
さ
れ
、
大
規
模
な
改
築
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
い
ま

に
残
さ
れ
た
両
城
の
跡
地
に
は
、
残
念
な
が
ら
、
大
石
氏
が
築
城
し
た
こ
ろ
の
趣
き
は
殆
ん
ど
な
い
。

　

北
条
氏
が
改
築
し
た
高
月
城
と
滝
山
城
は
・
・
・

　

大
石
氏
の
城
館
を
奪
取
し
た
北
条
氏
は
、
複
雑
な
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
て
改
築
し
た
。
そ
こ
で
加
住

丘
陵
の
崖
線
に
位
置
す
る
滝
山
城
は
、
関
東
随
一
の
規
模
を
誇
る
も
の
に
な
っ
た
。
滝
山
城
跡
地
の
保
存

状
態
は
き
わ
め
て
良
好
で
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
八
王
子
市
は
、
大
石
氏
・
北
条
氏
の
城
館

跡
地
と
し
て
整
備
し
、
公
開
し
て
い
る
。

　

加
住
丘
陵
の
中
央
部
分
に
つ
く
ら
れ
た
都
立
滝
山
公
園
は
、
春
に
な
る
と
、
５
０
０
０
本
も
の
桜
が
薄

紅
色
の
花
を
開
い
て
丘
陵
斜
面
を
覆
う
の
で
、
丘
陵
の
東
南
方
面
か
ら
滝
山
城
址
を
目
指
し
て
歩
く
、
桜

群
生
林
を
散
策
す
る
ル
ー
ト
は
人
気
が
あ
る
。

　

廻
国
雑
記
で
記
さ
れ
た
舞
台
を
八
王
子
と
仮
定
す
る
と
・
・
・

　

道
興
が
長
旅
の
旅
装
を
解
い
て
越
年
し
、
武
蔵
野
の
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
、
大
石
信
濃
守
の
館
に
招
か

大石顕重・定重は、多摩川に臨んた加住丘陵の崖線に「高月城」と「滝山城」
を築いたが、さらに柳瀬川に沿って武蔵野台地を下り、支城として瀧ノ城
（所沢市）、柏ノ城（志木市）を建築して、太田道灌が展開した川越～江戸
の布陣、南下する古河公方、北方を狙う北条氏と交錯する守りを固めた。
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れ
た
と
い
う
「
大
塚
十
玉
坊
」
か
ら
の
道
筋
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
い
ま
ま
で
八
王
子
の
城
館
と
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
、
史
家
の
議
論
は
触
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
所
在

地
に
つ
い
て
、「
大
塚
」
の
地
名
を
重
視
し
て
、
現
・
川
越
市
の
南
大
塚
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
こ
に
も
建
物
跡
ら
し
き
も
の
は
見
付
か
っ
て
い
な
い
。
道
興
は
大
塚
の
十
玉
坊
を
拠
点
と
し
て
、

少
な
く
て
も
三
回
、
大
石
の
館
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
気
ま
ま
に
赴
い
た
感
触
が
拭
え
な
い
。
そ
の
道

程
は
近
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
埼
玉
県
志
木
市
の
西
部
、
柏
町
・
幸
町
あ
た
り
に
在
っ
た
「
大
塚
村
」
と
す

る
説
が
有
力
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
大
塚
の
十
玉
坊
」
は
志
木
市
の
西
部
に
在
っ
た
よ
う
だ

　

第
一
の
手
掛
か
り
と
し
て
、現
・
志
木
市
郷
土
資
料
館
に
残
さ
れ
た「
長
勝
院
の
版
鐘
」が
あ
る
。志
木
市
・

柏
の
城
跡
地
の
一
角
に
残
さ
れ
て
い
た
お
寺
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
銘
文
中
に
は
、
施
主
九

人
の
住
居
地
と
し
て
「
大
塚
村
」
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
志
木
市
内
に
は
、
か
つ
て
大
塚
村
が
所
在

し
た
こ
と
は
明
ら
か
な
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
現
・
幸
町
に
住
む
綱
島
家
は
「
ホ
ー
イ
ン
（
法
印
）
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
墓
石
か
ら
も
修
験

と
の
関
わ
り
が
読
み
取
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
地
に
「
ゴ
ボ
ウ
下
」「
ジ
ゴ
ク
谷
」
と
呼
ば
れ
る

場
所
が
あ
り
、「
ゴ
ボ
ウ
」
は
御
坊
、「
ジ
ゴ
ク
」
は
十
玉
を
指
し
て
お
り
、
周
辺
か
ら
修
験
に
関
す
る

「
碑ひ

で伝
」
が
出
土
し
た
。

　

志
木
市
文
化
財
保
護
委
員
会
の
会
長
を
つ
と
め
る
神
山
健
吉
氏
は
、
本
紙
第
２
１
号
に
こ
の
「
大
塚
十

玉
坊
」
説
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

大
石
氏
の
家
系
と
道
興
と
の
繋
が
り
は
・
・
・

　
「
大
石
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
顕
重
の
伯
母
多た

ま
の
か
た

萬
方
の
母
親
は
十
玉
坊
の
娘
で
、
彼
女
は
道
興
ゆ
か
り

の
近
衛
家
に
嫁
い
で
い
た
と
い
う
。

　

道
興
が
い
つ
も
よ
り
長
く
逗
留
し
、
何
度
も
大
石
信
濃
守
の
館
を
訪
れ
た
背
景
と
し
て
の
人
脈
が
偲
ば

れ
る
。た
だ
し
厳
寒
の
時
候
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

断
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

　

秋
川
と
多
摩
川
の
合
流
す
る
地
点
に
当
る
加
住
丘
陵
か
ら
は
・
・
・

　

遥
か
に
武
蔵
野
台
地
を
遠
望
で
き
、
道
興
は
、
こ
の
崖
上
に
築
か
れ
た
大
石
氏
の
館
か
ら
の
眺
め
を
愛
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で
、七
言
絶
句（
定
型
の
七
言
四
句
）の
詩
文
に
詠
ん
だ
と
推
測
さ
れ
て
、定
説
に
な
っ
て
い
た
時
代
が
あ
る
。

　
『
廻
国
雑
記
」
か
ら
・
・
・

　
あ
る
時
大
石
信
濃
守
と
い
へ
る
武
士
の
館
に
、
ゆ
か
り
侍
り
て
、
ま
か
り
て
あ
そ
び
侍
る
に
、
庭

前
に
高
閤
あ
り
。
矢
倉
な
ど
を
相
か
ね
て
侍
り
け
る
に
や
。
遠
景
す
ぐ
れ
て
、
数
千
里
の
江
山
眼
の

前
に
尽
き
ぬ
と
お
も
ほ
ゆ
。
あ
る
じ
盃
を
取
り
出
し
て
、
暮
過
る
ま
で
遊
覧
し
け
る
に
、

　
一い

っ
か
ん
き
ょ
う

閑
興
に
乗
じ
屢

し
ば
し
ば

楼
に
登
る

　
遠
近
の
江
山
幾
州
を
分わ

か

つ

　
落ら

く
が
ん鴈

霜
に
叫
び
風
颯さ

つ
さ
つ々

　
白は

く
さ
す
い
ち
く

沙
翠
竹
斜
陽
幽か

す
かな

り

　

し
か
し
、
こ
の
句
で
詠
ま
れ
た
「
遠
近
の
山
河
が
幾
つ
も
の
国
を
区
切
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
る
」
と

い
う
眺
め
は
、
お
そ
ら
く
丹
沢
や
奥
多
摩
や
奥
秩
父
、
さ
ら
に
遠
く
筑
波
や
上
州
の
山
ま
で
見
え
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
こ
こ
か
ら
展
望
す
る
と
き
、

　

方
角
が
合
致
し
な
い
の
で
は
！

　

い
ま
に
残
さ
れ
た
高
月
城
址
の
主
郭
跡
は
畑
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
周
囲
は
樹
林
に
取
り
巻
か
れ
、
背

後
に
は
加
住
丘
陵
を
望
み
、
北
方
は
多
摩
の
山
並
み
と
向
か
い
合
う
。
時
代
の
変
遷
を
考
慮
し
て
も
、
道

興
の
詠
っ
た
遠
望
に
は
当
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
周
囲
一
帯
が
住
宅
地
と
な
っ
た
の
で
、
か
つ
て
の
展
望
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
志

木
市
の
柏
ノ
城
跡
か
ら
の
眺
め
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
方
向
に
な
る
。

　

た
だ
し
大
石
氏
は
八
王
子
市
の
主
た
る
城
郭
と
柏
城
と
の
中
間
に
当
る
、
現
・
所
沢
市
の
柳
瀬
川
に
沿

っ
た
崖
線
に
「
瀧
の
城
」
を
築
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
い
ま
に
残
さ
れ
た
跡
地
か
ら
の
眺
望
も
、
詩
歌
に

合
致
す
る
方
向
に
な
る
。
そ
こ
で
道
興
が
招
か
れ
た
大
石
氏
の
館
は
、
志
木
市
の
柏
ノ
城
で
は
な
く
、
こ

こ
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
向
き
も
あ
る
（
萩
元
家
義
「
志
木
市
郷
土
誌
」
∧
創
刊
号
／
１
９
７
２
∨
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
石
氏
は
八
王
子
の
主
城
群
か
ら
所
沢
の
「
瀧
の
城
」
を
経
て
「
柳
瀬
川
」
の
流
域

に
沿
い
、
つ
い
に
は
志
木
の
支
城
「
柏
ノ
城
」
に
い
た
る
、
長
い
防
衛
線
を
築
い
た
よ
う
だ
。
で
は
そ
の

守
り
は
一
体
誰
に
向
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
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大
石
氏
の
城
館
群
は
西
か
ら
東
へ

　

八
王
子
か
ら
所
沢
を
経
て
志
木
へ
と
、
広
域
に
展
開
さ
れ
た
大
石
氏
の
備
え
は
、
何
を
防
御
す
る
た
め

だ
っ
た
の
か
。
鎌
倉
を
目
指
し
て
南
下
を
目
指
す
、
北
方
の
古
河
公く

方ぼ
う

、
ま
た
南
方
か
ら
力
を
も
っ
て
迫

り
来
る
北
条
氏
、
北
条
早
雲
の
攻
勢
に
備
え
、
し
か
も
川
越
城
か
ら
江
戸
城
へ
と
南
北
に
展
開
さ
れ
た
太

田
氏
（
扇
谷
上
杉
氏
の
家
宰
）
と
対
峙
す
る
大
石
氏
（
山
内
上
杉
氏
の
重
臣
）
が
構
え
た
、
必
死
の
戦
略
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
足
利
氏
が
京
都
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
も
、
以
前
か
ら
の

東
国
の
政
治
的
中
心
、
鎌
倉
の
重
要
性
は
不
変
で
あ
っ
た
。

　

　

足
利
尊
氏
の
四
男
、
基も

と
う
じ氏
は
南
朝
／
正
平
四
年
、
北
朝
／
貞
和
五
年
（
１
３
４
９
）
初
代
の
鎌
倉
公く

方ぼ
う

と
な
り
、
そ
の
居
所
は
小
幕
府
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
。

　

公
方
は
鎌
倉
に
お
け
る
将
軍
を
意
味
し
、
こ
れ
を
補
佐
す
る
関
東
管か

ん

領れ
い

が
任
命
さ
れ
た
が
、
こ
の
職
は

足
利
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
上
杉
氏
に
固
定
さ
れ
て
ゆ
き
、
武
蔵
国
守し

ゅ
ご護

職し
き

（
軍
事
指
揮
・
行
政
官
）
に

も
上
杉
氏
が
任
命
さ
れ
て
、
鎌
倉
は
室
町
幕
府
か
ら
委
任
さ
れ
た
幕
府
の
機
能
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
十
五
世
紀
に
入
っ
て
・
・
・

　

関
東
の
地
は
動
乱
の
巷
と
な
り
、
関
東
管
領
家
と
し
て
繁
栄
し
、
鎌
倉
に
居
住
し
て
い
た
上
杉
氏
一
族

は
分
派
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
の
名
を
も
っ
て
、
犬い

ぬ
か
け懸

、
山
内
、
宅
間
、
扇
谷
上
杉
氏
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
優
位
に
立
っ
た
の
は
山

や
ま
の
う
ち内
上
杉
家
で
、
こ
れ
を
追
う
扇

お
う
ぎ
が

谷や
つ

上
杉
家
の
対
抗
と
相
互
の
断
絶
、
そ
し

て
妥
協
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
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養
子
と
し
て
山
内
上
杉
家
を
継
い
だ
上
杉
憲の

り
ざ
ね実

は
、
永
享
十
年
（
１
４
３
８
）
六
代
将
軍
足
利
義よ

し
の
り教

の
命
に
よ
っ
て
、
四
代
鎌
倉
公
方
の
足
利
持も

ち
う
じ氏
を
討
伐
（
永
享
の
乱
）、
一
方
将
軍
義
教
は
、
嘉
吉
元
年

（
１
４
４
１
）
播
磨
の
守
護
赤
松
満み

つ
す
け祐

に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
（
嘉
吉
の
変
）、
室
町
幕
府
に
は
、
鎌
倉
府
の

立
て
直
し
に
取
組
む
機
運
が
生
じ
た
よ
う
だ
。

　

鎌
倉
府
の
再
興

　

五
代
鎌
倉
公
方
に
は
持
氏
の
子
、
成し

げ
う
じ氏

が
就
任
し
、
そ
の
補
佐
役
の
関
東
管
領
に
は
、
山
内
上
杉
家
の

上
杉
憲の

り
た
だ忠

（
上
杉
憲
実
の
嫡
男
）
が
就
任
し
た
。
し
か
し
鎌
倉
府
が
再
興
さ
れ
て
も
、
成
氏
の
元
に
集
ま

っ
た
旧
持
氏
方
の
武
将
・
豪
族
等
と
、
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
氏
と
の
緊
張
関
係
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

享
徳
の
乱

　

宝
徳
二
年
（
１
４
５
０
）、
山
内
上
杉
家
家
宰
の
長
尾
景
仲
と
、
そ
の
婿
で
扇
谷
上
杉
家
家
宰
だ
っ
た

太
田
資す

け
き
よ清

（
法
号
は
道ど
う

真し
ん

）
は
鎌
倉
の
御
所
を
襲
撃
し
た
。
成
氏
は
鎌
倉
か
ら
江
の
島
に
避
難
し
、千
葉
氏
、

宇
都
宮
氏
ら
の
活
躍
に
よ
っ
て
難
を
逃
れ
、
長
尾
・
太
田
連
合
軍
は
退
い
た
。

　

享
徳
三
年
（
１
４
５
５
）、
鎌
倉
公
方
の
成
氏
は
、
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
を
御
所
に
呼
び
寄
せ
て
謀
殺

し
た
。
父
を
死
に
追
い
や
っ
た
上
杉
氏
へ
の
恨
み
が
原
因
と
も
、
ま
た
鎌
倉
府
内
部
の
対
立
が
要
因
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
山
内
上
杉
家
は
、
憲
忠
の
弟
・
房
顕
を
憲
忠
の
後
継
と
し
て
体
制
の
立
て
直
し

を
図
っ
た
。

　

翌
享
徳
四
年
、
成
氏
は
上
杉
氏
の
本
国
で
あ
る
上
野
を
攻
略
す
る
た
め
に
鎌
倉
を
出
発
し
て
武
蔵
国
府

中
の
高
安
寺
に
入
っ
た
。
一
方
長
尾
景
仲
は
直
ち
に
上
野
・
武
蔵
の
兵
を
率
い
て
府
中
に
向
け
て
出
撃
し
、

上
杉
一
族
も
こ
れ
に
合
流
す
べ
く
出
陣
し
た
。
し
か
し
成
氏
軍
の
突
撃
に
不
意
を
突
か
れ
た
上
杉
軍
は
混

乱
し
、
緒
戦
で
上
杉
軍
先
鋒
の
大
石
房
重
ら
が
討
た
れ
た
（
分
倍
河
原

の
戦
い
）。
こ
の
人
が
大
石
氏
十
一
代
信
濃
守
濃
顕
重
の
父
で
あ
る
。

　

幕
府
が
上
杉
氏
の
支
援
を
決
定
し
、
天
皇
か
ら
討
伐
の
御
旗
が
与
え

ら
れ
た
。
そ
こ
で
朝
敵
と
な
っ
た
成
氏
は
現
・
足
利
市
に
布
陣
し
て
対

抗
し
、
そ
の
後
は
下
総
古
河
を
本
拠
地
と
し
た
の
で
、
古
河
公
方
（
初

代
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
後
、
関
東
一
帯
は
戦
い
の
乱
世
に

導
か
れ
た
。

道灌山に近いＪＲ日暮里駅前の広場に建つ
太田道灌像
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太
田
氏
父
子
に
よ
る
築
城

　

武
蔵
国
は
上
杉
氏
と
古
河
公
方
（
足
利
氏
）
と
の
係
争
地
と
な
り
、
そ
の
た
め
足
利
氏
の
勢
力
で
あ
っ

た
古
河
城
や
関
宿
城
・
忍
城
な
ど
と
対
峙
す
る
上
杉
氏
は
、
本
拠
地
を
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
守
護
大
名
、
扇
谷
上
杉
家
当
主
、
上
杉
持も

ち
と
も朝
は
、
長
禄
元
年
（
１
４
５
７
）、
家
宰
の
太
田
資
清
・

資す
け
な
が長

（
法
号
を
道ど
う

灌か
ん

）
父
子
に
対
し
て
川
越
城
の
築
城
を
命
じ
、
ま
た
江
戸
城
を
も
築
城
さ
せ
て
、
古
河

公
方
へ
の
防
衛
線
を
強
化
し
た
。
山
内
上
杉
氏
の
執
事
だ
っ
た
長
尾
景
仲
と
は
互
い
に
牽
制
し
合
っ
て
い

た
が
、
一
方
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
家
の
大
石
氏
・
顕
重
は
、
長
禄
二
年
高
月
城
を
築
き
、
本
拠
の
山
城
、

浄
福
寺
城
か
ら
移
っ
た
。

　

上
野
、
武
蔵
、
伊
豆
の
守
護
代
の
大
石
氏
は
、
本
拠
を
武
藏
国
多
摩
郡
に
定
め
て
、
地
域
領
主
と
し
て

の
基
盤
を
固
め
、
多
摩
地
域
を
出
て
、
武
藏
国
中
央
南
部
に
進
出
し
た
。
し
ば
し
ば
扇
谷
山
内
家
陣
営
に

も
加
担
し
つ
つ
、
川
越
城
と
江
戸
城
を
結
ぶ
線
を
構
築
し
て
活
動
す
る
太
田
道
灌
に
対
抗
し
、
こ
れ
と
交

叉
す
る
城
郭
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
防
備
を
固
め
た
よ
う
だ
。

　

大
石
顕
重
は
一
族
を
率
い
て
活
動
し
た

　

文
明
三
年
（
１
４
７
１
）、上
杉
勢
は
成
氏
の
居
城
古
河
を
攻
め
、各
地
で
公
方
方
の
城
を
攻
略
し
た
が
、

大
石
氏
は
そ
れ
ら
の
攻
撃
に
参
加
し
て
将
軍
足
利
義
政
か
ら
感
状
を
受
け
た
。

　

都
で
は
「
応
仁
の
乱
」
が
起
る
・
・
・

　

足
利
家
の
内な

い
こ
う訌

（
内
部
の
乱
れ
）
は
激
し
さ
を
増
し
、
応
仁
元
年
（
１
４
６
７
）
に
勃
発
し
た
内
乱
は
、

文
明
九
年
（
１
４
７
７
）
ま
で
、
十
一
年
も
つ
づ
い
て
、
都
の
ほ
ぼ
全
域
を
焼
け
野
の
原
と
化
し
て
し
ま

っ
た
（
応
仁
の
乱
）。

　

つ
づ
く
明
応
の
政
変
（
明
応
二
年
∧
１
４
９
３
∨
）
以
後
、世
は
「
戦
国
時
代
」
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。

　

関
東
で
は
長
尾
景
春
の
乱
が
・
・
・

　

白し
ろ
い井
長
尾
氏
は
利
根
川
沿
い
に
白
井
城
（
現
・
渋
川
市
）
を
構
え
、

景
仲
・
景
信
の
二
代
に
わ
た
っ
て
山
内
上
杉
家
の
家
宰
と
武
蔵
・

上
野
の
守
護
代
を
つ
と
め
、
所
領
も
多
か
っ
た
。
し
か
も
在
地
の

武
士
を
組
織
し
て
、
屈
指
の
勢
力
を
築
い
て
い
た
。
景
信
が
死
去

し
た
あ
と
、
子
の
景
春
が
家
督
を
継
い
だ
が
、
遺
憾
な
が
ら
彼
に

は
家
宰
職
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
恨
ん
だ
景
春
は
、
従

川越市役所の前に建つ太田道灌像
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兄
弟
の
太
田
道
灌
に
同
心
を

求
め
た
。
し
か
し
拒
否
さ
れ

た
た
め
居
城
を
去
り
、
荒
川

に
臨
む
断
崖
に
鉢
形
城
を
築

い
て
、
山
内
家
当
主
、
上
杉

顕あ
き
さ
だ定

に
反
旗
を
翻
し
た
。

　

景
春
は
優
れ
た
武
勇
の
士

と
伝
え
ら
れ
、
翌
文
明
九
年

の
正
月
に
は
五い

か
っ
こ
の
じ
ん

十
子
陣
（
現
・

本
庄
市
）の
顕
定
軍
を
破
っ
て
、

彼
の
勢
力
を
上
野
に
ま
で
放

逐
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

古
河
公
方
に
対
す
る
防
御

拠
点
が
落
と
さ
れ
た
た
め
上

杉
方
は
動
揺
し
、
相
模
に
小

磯
城
（
現
・
大
磯
町
）
を
構
え
て
い
た
越
後
五
郎
四
郎
、
小
沢
城
（
現
・
神
奈
川
県
愛
川
町
）
の
金
子
掃
部
助
、

溝
呂
木
城
（
現
・
厚
木
市
）
の
溝
呂
木
正
重
、
そ
し
て
小
机
城
（
現
・
横
浜
市
）
の
矢
野
兵
庫
が
長
尾
景
春

に
呼
応
し
た
。
ま
た
多
く
の
地
侍
も
味
方
し
た
。

　

し
か
も
石
神
井
城
と
練
馬
城
（
現
・
練
馬
区
）
の
城
主
、
豊
島
泰
経
、
ま
た
平
塚
城
（
現
・
北
区
）
の
主

じ
だ
っ
た
弟
の
豊
島
泰
明
も
景
春
を
援
護
し
て
、
太
田
氏
の
川
越
〜
江
戸
の
防
御
線
を
断
ち
切
っ
た
。

　

太
田
道
灌
が
江
戸
城
を
築
い
た
こ
ろ
、
城
館
の
眼
前
に
広
が
る
内
海
（
の
ち
の
東
京
湾
）
に
は
、
幾
つ

も
の
河
川
が
流
れ
込
ん
で
い
た
。

　

下
野
国
か
ら
流
れ
下
っ
て
、
下
総
・
武
蔵
両
国
の
境
を
流
れ
る
渡
良
瀬
川
は
「
太ふ
と
い
が
わ

井
川
」（
太
日
川
と

も
書
く
）
と
な
り
、
内
海
に
河
口
を
開
い
て
い
た
（
現
在
は｢

江
戸
川
」
の
流
路
と
な
る
）。
上
野
国
の

北
、
三
国
山
脈
の
大お
お
み
な
か
み

水
上
山
（
別
名
大
利
根
山
）
を
発
し
た
利
根
川
は
、
武
蔵
国
の
北
東
、
秩
父
山
塊
か

ら
流
れ
出
し
た
荒
川
を
合
わ
せ
、
現
在
の
隅
田
川
と
な
っ
て
内
海
に
注
い
で
い
た
。
ま
た
多
摩
川
は
、
青

梅
・
府
中
を
経
て
、
品
川
に
至
り
、
内
海
に
入
る
。

　

多
く
の
城
館
は
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
崖
線
に
沿
っ
て
築
城
さ
れ
、
天
然
の
要
害
に
拠
っ
て
守
り
を
固
め

た
。
ま
た
水
運
・
陸
上
の
交
通
の
衝
に
つ
く
ら
れ
た
城
館
を
加
え
、
数
多
の
豪
族
は
割
拠
し
て
覇
権
を
競
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い
、
ま
た
あ
る
と
き
は
互
い
に
結

び
合
っ
た
。

　

北
方
の
「
白
井
城
」
は
吾
妻
川

と
利
根
川
の
合
流
地
点
の
断
崖
に

築
か
れ
、「
鉢
形
城
」
は
深
沢
川
が

荒
川
に
合
流
す
る
付
近
の
谷
を
刻

む
断
崖
上
の
要
害
に
立
つ
。

　
「
古
河
城
」
は
渡
良
瀬
川
の
河
畔

に
位
置
し
、「
深
谷
城
」・「
忍
城
」・

「
騎
西
城
」
は
か
つ
て
の
湿
地
帯

に
位
置
し
て
い
る
。「
岩
付
（
の
ち

に
は
岩
槻
）
城
」
は
台
地
に
立
ち
、

古
河
公
方
を
牽
制
し
た
。「
関
宿
城
」

は
、
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
現
・
江
戸
川
に
沿
っ
た
海
路
の
衝
で
も
あ
っ
た
（
関
宿
は
、
の

ち
の
江
戸
時
代
に
、
利
根
川
が
東
方
の
銚
子
に
向
か
っ
た
河
口
を
開
い
て
の
ち
は
、
江
戸
川
と
利
根
川
の

分
岐
点
と
な
る
）。
平
山
城
の
「
小
山
城
」、「
結
城
城
」、「
国
府
台
城
」、「
松
山
城
」、「
蕨
城
」、「
品
川
城
」、

「
小
机
城
」「
糟
屋
城
」
な
ど
が
知
ら
れ
、
国
な
ど
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

太
田
道
灌
は
「
川
越
城
」
と
「
江
戸
城
」
を
築
い
て
、
古
河
公
方
へ
の
守
り
を
固
め
、
長
尾
景
春
の
乱

を
鎮
圧
す
る
た
め
に
連
戦
し
、
つ
い
に
秩
父
山
中
の
「
日
野
城
（
熊
倉
城
と
も
い
う
）」
に
景
春
を
追
い

込
ん
だ
。

　

中
世
の
争
い
の
舞
台
と
な
っ
た
、
こ
れ
ら
多
く
の
城
館
跡
地
に
は
、
多
く
の
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

太
田
道
灌
は
関
東
一
円
を
制
圧

　

長
尾
氏
に
与く

み

す
る
各
地
の
城
主
に
対
抗
し
て
攻
め
に
転
じ
た
道
灌
は
、
兵
を
動
か
し
て
溝
呂
木
城
・
小

沢
城
（
現
・
神
奈
川
県
に
所
在
）
を
速
攻
、
こ
れ
ら
を
落
と
し
、
さ
ら
に
、
川
越
城
の
攻
撃
を
図
っ
て
い

た
矢
野
兵
庫
（
小
机
城
∧
現
・
横
浜
市
∨
）
を
甥
の
資
忠
ら
に
よ
っ
て
撃
退
さ
せ
た
。

　

つ
づ
い
て
道
灌
は
、
豊
島
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
平
塚
城
を
焼
き
払
い
、
追
撃
し
て
来
た
泰
経
、
泰
明
を

追
っ
た
。
江
古
田
・
沼
袋
の
戦
い
で
泰
明
を
打
ち
取
り
、
石
神
井
城
を
落
城
さ
せ
た
。　

　

文
明
九
年
四
月
、
長
尾
景
春
は
五
十
子
を
出
陣
し
て
利
根
川
を
渡
り
、
山
内
上
杉
家
顕
定
、
扇
谷
上
杉

家
定
正
の
軍
を
攻
め
た
が
撃
退
さ
れ
、
道
灌
は
顕
定
・
定
正
と
合
流
し
て
五
十
子
を
奪
回
、
用
土
原
の
戦
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い
で
景
春
を
撃
破
し
た
。

　

武
蔵
、
相
模
の
諸
城
を
制
圧
し
た
道
灌
は
、
古
河
公
方
、
足
利
成
氏
と
の
和
議
に
反
対
し
て
い
た
成
氏

方
の
有
力
武
将
の
千
葉
孝
胤
を
境さ

か
い
ね根

原
（
現
・
柏
市
）
で
破
り
、
つ
い
で
甥
の
資
忠
ら
を
房
総
半
島
に
派

遣
し
て
、
千
葉
氏
の
臼
井
城
（
現
・
佐
倉
市
）
を
攻
め
落
し
た
。
こ
の
戦
い
で
資
忠
は
戦
死
す
る
が
、
真

里
谷
城
と
長
南
城
の
上
総
武
田
氏
、
海う

な
が
み上

城
の
海
上
氏
を
降
し
、
房
総
半
島
か
ら
反
対
勢
力
を
一
掃
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

抵
抗
を
続
け
て
い
た
長
尾
景
春
は
、
文
明
十
二
年
（
１
４
８
０
）、
最
後
の
拠
点
で
あ
る
日
野
城
（
現
・

秩
父
市
）
を
道
灌
に
攻
め
落
と
さ
れ
、
没
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
し
て
文
明
十
四
年
、
古
河
公
方
の

成
氏
と
両
上
杉
家
と
の
間
で
「
都と

ひ
が
っ
た
い

鄙
合
体
」（
都
鄙
と
は
、
都
と
田
舎
）
と
呼
ば
れ
る
和
議
が
成
立
し
て
享

徳
の
乱
は
終
結
し
た
。

　

太
田
道
灌
暗
殺
さ
れ
る

　

道
灌
の
活
躍
に
よ
っ
て
主
家
扇
谷
家
の
勢
力
は
大
き
く
増
し
た
が
、
道
灌
の
威
望
も
絶
大
な
も
の
に
な

っ
て
い
た
。

　

文
明
十
八
年
（
１
４
８
６
）
七
月
、
扇
谷
定
正
の
糟か

す

屋や

館
（
現
・
伊
勢
原
市
）
に
招
か
れ
た
道
灌
は
、
こ

こ
で
暗
殺
さ
れ
る
。
入
浴
後
に
風
呂
場
の
小
口
か
ら
出
た
と
こ
ろ
を
曽
我
兵
庫
に
襲
わ
れ
、
斬
り
倒
さ
れ

た
。
死
に
際
に
「
当
方
滅
亡
」
と
言
い
残
し
た
と
い
う
。
自
分
が
い
な
く
な
れ
ば
扇
谷
上
杉
家
に
未
来
は

な
い
と
い
う
予
言
で
あ
る
。
享
年
五
十
五
才
。

　

道
灌
の
抹
殺
は
、
江
戸
・
河
越
両
城
の
補
修
を
怪
し
ん
で
、
扇
谷
家
中
が
定
正
に
対
し
て
讒
言
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
傷
に
対
し
て
道
灌
は
弁
明
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

た
だ
し
「
太
田
道
灌
状
」（
文
明
十
二
年
に
道
灌
が
山
内
上
杉
氏
の
家
臣
高
瀬
民
部
少
輔
に
送
っ
た
書
状
で
、

長
尾
景
春
の
乱
で
の
活
躍
に
つ
い
て
三
十
九
ヶ
条
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
）
に
は
、
道
灌
の
功
績
を
正
当

に
評
価
し
な
い
主
家
に
対
す
る
彼
の
不
満
と
苛
立
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

　

道
灌
暗
殺
に
よ
り
、
道
灌
の
子
・
資
康
を
は
じ
め
と
し
て
、
扇
谷
上
杉
家
に
付
い
て
い
た
国
人
や
地
侍

の
多
く
が
山
内
家
側
へ
去
っ
た
。

　

道
興
准
后
の
廻
国
の
旅
も
終
わ
る
こ
ろ
・
・
・

　

山
内
上
杉
家
・
顕
定
と
扇
谷
上
杉
家
・
定
正
と
の
対
立
は
激
化
し
、
長
享
元
年
（
１
４
８
７
）、
長

ち
ょ
う
き
ょ
う享

の
乱ら

ん

が
起
こ
る
。
翌
年
、
山
内
・
扇
谷
両
上
杉
の
軍
勢
は
実さ

ね
ま
き蒔
原
（
現
・
伊
勢
原
市
）・
須
賀
谷
原
（
現
・

埼
玉
県
嵐
山
町
）・
高
見
原
（
現
・
同
小
川
町
、
現
在
は
寄
居
町
の
鷹
野
原
を
含
む
）
で
激
突
（
俗
に
「
長
享
三
戦
」
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国
際
的
に
も
、
ま
た

国
内
で
も
、
ブ
ー
タ
ン

の
前
国
王
が
提
唱
さ
れ
た

G
N
H
(G
ross N

ational 
H
appiness

）「
国
民
総
幸

福
」
と
い
う
指
標
は
、
こ

れ
か
ら
非
常
に
重
要
な
も
の

に
成
る
だ
ろ
う
、
い
ま
ま
で

G
N
P
(G
ro
ss N

atio
n
al 

Product

）国
民
総
生
産
と
い
う
指
標
は
、

世
界
中
で
親
し
ま
れ
、
わ
が
国
は
か
つ

て
世
界
の
二
位
（
２
０
１
１
年
中
国
と
入

れ
替
わ
り
三
位
）
に
あ
る
こ
と
を
誇
っ
て

い
た
が
。

と
呼
ば
れ
て
い
る
）、
い
ず
れ
も
扇
谷
上
杉
陣
営
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
が
、
道
灌
誅
殺
後
の
軍
民
の
離
反
は

続
い
て
い
た
。

　

山
内
上
杉
陣
営
の
顕
定
は
後
方
に
越
後
・
上
野
国
両
国
を
有
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
支
援
に
よ
っ
て
鉢

形
城
を
保
ち
続
け
、
抗
争
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
て
顕
定
は
次
第
に
有
利
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

明
応
三
年
（
１
４
９
４
）、
扇
谷
定
正
は
高
見
原
に
出
陣
し
て
山
内
顕
定
と
対
陣
し
た
が
、
荒
川
を
渡

河
し
よ
う
と
し
た
際
に
落
馬
し
て
死
去
。
享
年
四
十
九
才
。
定
正
の
没
後
は
甥
・
朝
良
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

し
か
し
こ
の
争
い
が
災
い
し
て
両
上
杉
氏
は
衰
退
し
は
じ
め
、
駿
河
今
川
氏
の
客
将
・
伊
勢
宗
瑞
（
北

条
早
雲
）
の
関
東
進
出
を
許
す
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

早
雲
の
孫
の
氏
康
に
よ
っ
て
扇
谷
家
は
滅
ぼ
さ
れ
、
山
内
家
も
関
東
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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を
受
け
る
。
そ
こ
に
は
天
秤
計
り
が
置
い
て
あ
っ
て
、
教
え
に
対
し
て
良
い
行
な
い
に
は
白
石
、
悪
い
行

な
い
に
は
黒
石
が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
獣
や
虫

た
ち
に
な
る
か
、
最
悪
地
獄
に
落
と
さ
れ
る
の
か
、
六
道
の
行
く
先
が
決
め
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
彼
ら
の
最
大
関
心
事
は
、
こ
の
世
で
良
い
生
活
を
楽
し
む
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
来
世
で

ど
う
な
る
か
で
あ
る
。

　

お
寺
に
行
く
と
、
彼
ら
は
、
ご
本
尊
や
諸
仏
の
前
で
「
五
体
投
地
」
を
行
な
う
が
、
そ
の
前
に
合
掌
し

た
手
を
「
額
・
口
・
胸
」
に
当
て
る
。
現
地
ガ
イ
ド
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
邪よ
こ
しま

な
思
い
・
嘘
や
悪
口
・
殺

生
な
ど
の
悪
い
行
な
い
を
し
な
い
よ
う
に
、「
思
い
と
言
葉
と
行
な
い
」
を
正
す
た
め
に
祈
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
だ
。
彼
ら
の
生
活
の
中
に
は
戒
律
が
あ
っ
て
、
庶
民
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
と
ん
ど
の
坊
さ
ん
に
も
戒

律
が
存
在
し
な
い
あ
ま
り
に
自
由
な
国
で
あ
る
日
本
と
は
違
う
。
ブ
ー
タ
ン
で
は
戒
律
を
守
る
こ
と
が
幸

せ
な
来
世
に
繋
が
る
の
だ
。
そ
し
て
祈
る
内
容
も
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
々
、

そ
し
て
人
類
や
動
植
物
や
大
自
然
が
平
安
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
振
り
返
っ
て
わ
れ

わ
れ
日
本
人
が
神
社
仏
閣
で
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
の
は
、「
家
内
安
全
」・「
商
売
繁
盛
」・「
病
気
退
散
」・「
進

学
就
職
」・「
結
婚
子
宝
」
な
ど
の
自
分
ま
た
は
家
族
の
現
世
利
益
を
求
め
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
対
し
て
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
祈
っ
て
い
る
と
、
黒
石
を
積
み
上
げ
る
こ
と

ブ
ー
タ
ン
紀
行　
２
０
１
１
年
９
月
１
７
〜
２
６
日

ブ
ー
タ
ン
を
訪
ね
て
人
々
に
直
接
触
れ
ら
れ
た
記
録   

そ 

の 

二            

深
瀬　

克

　

１
。
現
世
よ
り
も
来
世

　

日
本
の
仏
教
は
、
４
世
紀
か
ら
６
世
紀
の
初
め
に
イ
ン
ド
か
ら
中

国
に
伝
わ
っ
た
大
乗
仏
教
が
、
百
済
を
経
由
し
て
６
世
紀
中
頃
に
伝

わ
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
ブ
ー
タ
ン
の
人
た
ち
が
信
ず

る
仏
教
は
、
日
本
と
同
じ
大
乗
仏
教
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
ド
で
ヒ
ン

ズ
ー
教
と
も
習
合
し
た
後
期
仏
教
が
８
〜
９
世
紀
に
チ
ベ
ッ
ト
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
堂
内
や
仏
像
が
金
ピ
カ
極
彩
色
で
、
土
着

の
ボ
ン
教
と
も
習
合
し
て
呪
術
（
ま
じ
な
い
）
的
で
も
あ
る
。

　

も
っ
と
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
彼
ら
が
「
輪
廻
転
生
」、
す
な
わ

ち
来
世
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
信
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
は
死

ぬ
と
閻
魔
様
の
前
に
引
き
出
さ
れ
、
生
前
の
行
な
い
に
つ
い
て
評
価

寺院の中の子ども部屋
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れ
る
小
旗
を
長
く
連
ね
た
も
の
な
ど
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
連

し
た
も
の
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
目
に
付
く
。
身
近
に
仏
教
が
充

満
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
精
神
的
に
も
形
の
上
で
も

仏
教
が
生
活
の
中
心
に
あ
る
。

　
「
念マ

ニ仏
車
」
は
中
に
お
経
が
入
っ
て
い
て
、
一
回
回
転
さ
せ
る

と
お
経
を
一
回
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
の
だ
そ
う
だ
。
回
転
筒
の

上
部
に
棒
が
突
出
し
て
お
り
、
一
回
転
ご
と
に
そ
ば
に
吊
る
し

た
小
さ
な
鐘
を
叩
く
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
マ

ニ
車
は
手
で
廻
す
も
の
だ
け
で
な
く
、
水
車
と
同
じ
原
理
で

四
六
時
中
回
り
っ
ぱ
な
し
の
も
の
も
あ
る
。
夜
の
帳と
ば
りの
中
、
一

晩
中
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
「
チ
ン
、
チ
ン
・
・
・
」
と
鐘
の

音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
、
ま
る
で
浄
土
に
来
た
よ
う
な
感
覚

で
あ
っ
た
。

　
「
経タ
ル
シ
ン

文
旗
」
や
「
祈ル

ン

タ
祷
旗
」
に
は
経
文
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
家
の
周
囲
や
峠
や
高
台
、
更
に
は
何
か

し
ら
霊
が
留
ま
っ
て
い
そ
う
な
気
味
の
悪
い
所
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
魔
除
け
の
役
割
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ

「祈祷旗」ルンタが張り巡らされた森

に
な
る
そ
う
だ
。

　

彼
ら
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
戒
律
は
「
殺
生
し
な
い
こ
と
」
な
の
で
あ
る
。
手
に
止
ま
っ
た
蚊
を

パ
チ
ン
と
叩
き
潰
す
と
、
彼
ら
は
ビ
ク
ッ
と
し
た
。
肉
類
は
原
則
的
に
は
食
べ
な
い
の
だ
が
、
ヤ
ク
の
肉

な
ど
は
食
べ
て
い
る
。
ヤ
ク
を
殺
し
て
食
べ
て
も
良
い
の
か
と
現
地
ガ
イ
ド
に
質た
だ

す
と
、『
一
匹
殺
す
こ

と
に
よ
っ
て
多
く
の
人
た
ち
が
喜
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
』
と
言
う
で
は
な
い
か
。
ブ
ー
タ
ン

人
は
一
番
大
切
な
戒
律
で
あ
っ
て
も
現
実
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
か
つ
都
合
よ
く
解
釈
し
て
対
応
し
て
い
る

よ
う
だ
。
原
理
主
義
に
よ
っ
て
硬
直
し
な
い
、
ご
都
合
主
義
と
も
い
え
る
柔
軟
な
考
え
方
に
は
思
わ
ず
吹

き
だ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

２
。
少
欲
知
足

　

さ
て
、
話
を
元
に
戻
そ
う
。
来
世
へ
の
関
心
が
強
い
ブ
ー
タ
ン
人
は
、
外
国
か
ら
の
情
報
や
物
品
が
少

な
か
っ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、「
少
欲
知
足
の
す
す
め
」
が
ご
く
自
然
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

こ
の
こ
と
も
、「
国
民
総
幸
福
」
を
追
求
す
る
こ
と
が
国こ
く
ぜ是

に
な
る
大
き
な
前
提
条
件
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

ブ
ー
タ
ン
で
は
家
の
中
心
部
分
に
仏
間
が
あ
り
、仏
像
や
仏
画
や
電
飾
ま
で
し
つ
ら
え
た
家
も
あ
っ
た
。

家
の
周
囲
に
は
「
お
寺
」
の
ほ
か
に
「
仏チ
ョ
ル
テ
ン塔」、「

念マ

ニ仏
車
」、
縦
長
の
「
経タ
ル
シ
ン

文
旗
」、「
祈ル

ン

タ
祷
旗
」
と
呼
ば
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消
滅
し
た
よ
う
だ
。
露
骨
に
過
ぎ
て

日
本
の
精
神
文
化
に
は
合
い
難
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
と
か

け
は
な
れ
た
も
の
と
し
て「
ポ
ー（
男

根
）」
が
あ
っ
た
。「
魔
除
け
」
の
意

味
や
「
子
々
孫
々
の
繁
栄
」
を
祈
っ

て
家
の
外
壁
に
ポ
ー
の
絵
を
描
い
た

り
、
軒
先
に
木
製
の
ポ
ー
を
吊
る
し
て
あ
っ
た
。
巨
大
な
ポ
ー
は
、

こ
の
家
に
は
こ
ん
な
大
男
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
示
し
、
魔
よ

け
に
し
た
ら
し
い
。
私
が
現
地
ガ
イ
ド
に
、「
こ
ん
な
絵
を
見
て

変
な
気
を
起
す
の
で
は
」
と
聞
い
た
ら
、『
魔
除
け
な
の
だ
か
ら
そ
ん
な
気
は
起
こ
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
日
本
で
は
銭
湯
に
大
勢
が
素
っ
裸
で
一
緒
に
入
る
が
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
ん
で
も
な
い

こ
と
だ
』
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
風
俗
習
慣
の
相
違
は
、
理
屈
で
は
説
明
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
「
魔
除
け
の
絵
」
は
最
近
は
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。
日
本
で
は
明
治
維
新
後
、
文
明

マニ車を回しながらお寺の周囲を廻る村人たち

雑貨屋の入口に描かれた 「ポー」

れ
が
風
に
は
た
め
く
と
、
印
刷
し
て
あ
る
経
文
を
一
回
読
ん
だ

こ
と
に
な
る
の
だ
そ
う
で
、
マ
ニ
車
と
同
様
、
実
に
都
合
よ
く

作
ら
れ
て
い
る
。

　

３
。「
合
体
仏
」・「
ポ
ー
」

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
も
う
一
つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
男
女
の
仏

の
「
合
体
仏
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
合
体
し
て
い
る
部

分
を
、
思
わ
ず
覗
き
込
ん
で
し
ま
う
自
分
で
あ
る
が
、
お
寺
の

内
部
は
全
て
撮
影
禁
止
だ
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
写
真
は
無

い
。
撮
影
禁
止
の
理
由
は
、「
写
真
を
撮
ら
れ
る
と
仏
像
が
も
っ

て
い
る
神
通
力
が
吸
い
取
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
合
体
仏
は
何
を
意
味
す
る
の
か
現
地
ガ
イ
ド
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
男
性
は
強
い
力
、
女
性
は
叡
智
を
も
ち
、
こ
れ
が
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
強
の
解げ
だ
つ脱

に

到
る
の
だ
と
言
う
。
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
考
え
方
の
仏
教
、「
立
川
流
」
が
鎌
倉
時
代
に
興
り
、
男
女

合
体
の
境
地
を
即
身
成
仏
の
境
地
と
し
た
が
、
や
が
て
淫
ら
な
邪
教
と
し
て
禁
止
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は

村はずれにある 「仏塔」 と 「経文旗」
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
PO

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」はN

PO

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

TEL090

（3048

）5502

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

開
化
と
共
に
「
混
浴
」
が
急
激
に
減
少
し
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
ブ
ー
タ
ン
は
伝

統
を
大
切
に
す
る
国
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
奇
習
も
是
非
保
存
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

（2012.2.11 

深
瀬
克 

記
す
）

付 

記

　

旅
行
中
、北
イ
ン
ド
でM

6.9

の
大
地
震
が
あ
り
、ブ
ー
タ
ン
国
内
で
も
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。早
速
、

現
国
王
と
前
国
王
は
手
分
け
し
て
、
国
内
を
視
察
し
て
廻
っ
た
。
幹
線
道
路
が
少
な
い
の
で
、
我
々
は
国

王
の
乗
っ
た
車
に
遭
う
こ
と
が
で
き
た
。
何
と
国
王
は
、
や
っ
て
き
た
車
の
助
手
席
に
座
っ
て
、
手
を
振

る
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
、
に
こ
や
か
に
手
を
振
っ
て
く
れ
た
。
国
民
と
国
王
の
距
離
が
近
い
こ
と
を
実
感

し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

以
上
二
回
に
わ
た
り
、
ブ
ー
タ
ン
を
「
自
然
と
伝
統
文
化
」・「
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
」・「
国
王
」
と
言
っ
た
切
り
口
か
ら
見
て
き
た
が
、

共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
ブ
ー
タ
ン
人
は
「
物
質
面
よ
り
も
精

神
面
、
経
済
性
よ
り
も
自
然
や
伝
統
を
重
視
」
し
て
お
り
、「
国
民

総
幸
福
（G

N
H

）」
を
支
持
す
る
基
盤
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
っ
た
。

ティンプー郊外で村長さんの

奥さんと並んだ記念写真


